
１ 単元名    

式と計算（全６時間） 

 

２ 指導の立場  

(1)教材観  

 児童はこれまで，四則計算を学んできており，

結合法則を表すときに（   ）の中を先に計算す

ることを理解している。本単元では，児童は場面

の数量の関係を（   ）を用いて式に表すことや，

四則混合の式の計算順序について学ぶ。（   ）

を用いた式や四則の混合した式の意味，計算の

順序を理解し，数量の関係に着目して問題場面

を簡潔，一般的に表現したり，計算したりするこ

とができることをねらいとしている。また，計算

に関して成り立つ性質の理解を深め，それを活

用して計算を工夫することができる力を伸ばす

こともねらいとしている。  

 

(2)児童観  

本学級の児童は，学習課題に前向きに取り組

もうとできる。しかし，答えを求め，自分の考えを

書くことができても，発言することに自信がもて

なかったり，説明をしようとすると，どうしてその

ようになったのか，うまく言葉にできなかったり

する。また，はやくやりたいという思いから，安易

なまちがいが多く，正確に計算したり，正確に書

いたりすることができない児童が多い。  

５月の第二週に「算数アンケート」を行った結  

果は以下のとおりである。 

 ４・３ ２・１ 

授業の楽しさ 27 名  2 名  

授業の理解  25 名  4 名  

自分の考えをもつ 24 名  5 名  

仲間に考えを話す 22 名  7 名  

（全２９名  ４段階の自己評価） 

これらの結果からも，算数の授業を楽しいと

感じて意欲的に取り組み，自分の考えをもつこ

とができていると感じる児童が多いことがわか

る。一方で授業が分からないと感じ始めたり，

考えをもち話すことに苦手意識のある児童が

いたりすることが見えてきた。単元全体を通し

て，自分の考えや計算の仕方を交流で口に出

して話す活動をしくみ，繰り返し練習していく

中で，仲間に自分の考えを伝えることができた

達成感と仲間の説明から自分の理解が深まる

楽しさを感じさせていきたい。  

 

本単元を学習するにあたり，実態把握をす

るためにレディネステストを行った。  

乗法や加法の計算のきまりを問う問題では，

交換法則はほぼ全員が理解できていたものの，

結合法則と分配法則では誤答が目立った。正

答率は，結合法則では７３％，分配法則では８

０％であった。本単元では，第５時に既習の計

算のきまりをまとめる活動があるので，記号

を用いた式だけではなく，図の活用や実際の

問題場面を想起させながら理解を深めたい。 

また，一番誤答が多く見られた問題は，３口

の加減の計算問題で，２問正解できた児童は

２９人中わずか９人という結果であった。引き

算の筆算を書かないことによる計算ミスや，

（   ）のない加減の混ざった３口の計算に計

算の順番を無視して（   ）をつけて考え，計算

の順序が混乱してしまっている誤答が多く見

られた。本単元の第１時では，２つの買い物場

面での加減の数量関係を一つの式に表す活

動があるが，（   ）の中を先に計算するという

ことに加えて，（  ）をひとまとまりと見ること

を十分に理解させるために，問題場面に言葉

の式を当てはめて考えることで，（   ）の意味

理解を深めたい。その学習を受けて，本時の

乗法と加法が混在した問題について，なぜ

（   ）を用いてひとまとまりと表すのかを考え

させていきたい。 

さらに，３口の加法や乗法の計算を工夫し

て解く問題では，正しい答えは出せても，どの

ように工夫をしたのかを説明できない児童が

多く見られた。工夫して計算した足跡があり，

全問正解できた児童は，７人であった。本単

元の第５時で，交換法則，結合法則を活用し

ながら，工夫して計算する活動があるため，数

字に着目させ，どのきまりを使うと工夫がで

きるのか見通しをもたせることで，計算の工

夫を書き示して計算したり，説明したりできる

ようにしたい。 

 

(3)指導観  

 本時のねらいは，「乗除と加減が混合した問

題を考える活動を通して，（   ）を用いて１つ

の式に簡潔に表して（   ）をひとまとまりと見

て先に計算すればよいことに気付き，１つの式

に表す方法や計算の順序を理解し，計算する

ことができる。（知識・理解）」である。  

 既習である加減混合の問題で，１つの式にま

とめて表すことにより，数量の全体的な関係
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が分かりやすくなるというよさに着目させるこ

とで，乗除混合の問題でも（   ）を使って１つ

の式に表そうとする意欲を高めたい。  

 １つの式に表せない児童には，まず別々の式

で表してみてもよいと助言する。それぞれの式

で表されている数が何を表しているのか考え

させることで，言葉の式に自然とつなげられる

ようにして，ひとまとまりの数としてみること

のできる部分について指導していく。  

 

３ 研究内容に関わって 

 

重点１   数学的な見方・考え方を働かせ，数

学的に考える児童を育てる数学的

活動の明確化（指導改善） 

 

○働かせたい数学的な見方・考え方  

乗除と加減が混合した２段階構造の問題を考

察するには，１つの数量を表すのに（   ）を用い

たり，乗法や除法で表された式が１つの数量を

表したりすると理解して，具体的な問題場面に

おいて，数量関係に着目して思考の過程をどの

ように１つの式に表すかという見方・考え方を働

かせる児童を育てていきたい。  

 

○数学的に考える児童を育てる数学的活動の

明確化  

大切にしたい数学的活動は，いろいろな場面

や問題を式に表したり，式から場面や一般的な

関係を読み取ったりする活動である。  

 

○数学的に考える児童を見届ける視点を明らか

にした指導改善  

指導では，１つの式をつくる必要性を児童に

感じさせること，（  ）の中の式をひとまとまりと

見ることができるようにし，その良さに気付かせ

ることを指導のポイントとしていく。  

１つの式に表すことには，数量の関係を簡潔に

表すことができる良さがあること，式は答えを出

すための手段という捉えから，思考の道筋を表

現する手段として用いられることに気付かせ，１

つの式にするよさに着目させたい。 

また，乗法，除法を加法，減法より先に計算す

ること，（   ）の中を先に計算することなどのき

まりを習熟させるために，具体的な場面に照らし

て理解できるようにしたい。  

 

重点２  主体的・対話的で深い学びに向けた

授業改善  

 

○自己選択のできる個人追及の工夫  

ロイロノートの色テキストを一斉配布して，色

分けされたカードを使い，個人追及の仕方を自

己選択する。算数を苦手に感じてしまう児童に

とっても，得意な児童にとっても，自分の学び方

を主体的に決めることができ，色テキストの活用

が個別最適な学びにつながる工夫であると考え

る。児童それそれが，図，数，式，言葉の式などを

活用して表現し，根拠をもとに筋道立てて自分

の考えをもてるように支援する。  

 

○意図的な交流活動の設定  

数学的な見方・考え方を働かせて，仲間との

探求的な活動が行われる「協働的な学び」を目

指して，交流活動を意図的に設定する。  

少人数交流では，３人交流を基本として，目

的のある交流となるように，大きく２つの交流の

目的を明らかにし，児童に意識をもって交流に

参加するように指導していく。目的の１つ目は，

自分の考えを整理し，確かなものとするための

交流。２つ目は課題の解決に向けて，自分とは

異なる新しい考え方を集めたり，広げ深めたりす

る交流。共有ノートや提出箱に出されたテキスト

の色分けも活用しながら，自分から求めて主体

的に動き，対話から互いに影響し合いながら学

びを深める児童の姿を目指したい。  

全体交流では，対話のある交流や教師の問い

返しから，児童が既習事項のつながりに気付き，

統合的・発展的に考えることで課題解決に向か

うことのできる交流となるように支援したい。  

 

○振り返りの工夫（自己評価力の育成）  

練習問題の最後に本時の振り返りの場を位

置付ける。自己の学びを振り返る活動をロイロノ

ートの活用をして行うことで，自己評価力を育

成したい。まず，練習問題の正答率を確認して，

次に「本時分かったこと（分からなかったこと）」

「どうして分かったのか（学び方のよさ）」「次に生

かすこと（学び方をどう変えていくか）」の視点を

もち，振り返りを自分の言葉でまとめ提出箱に

提出する。自己の学びを適切に振り返ることが

できるように単元全体を通して指導を積み重ね

ていきたい。 
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学ぶ意義や喜びを味わう授業の充実  

～「学ぶことが好き」と感じることができる授業

づくり～ 

<小学校算数> 

  見方・考え方を働かせ、数学的に考える児童を

育てる指導のあり方  

 ・数学的な見方・考え方を働かせ、数学的に考え

る児童を育てる数学的活動の明確化（指導改

善）  

 ・主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善  



４ 単元指導計画と評価規準  第４学年 「５ 式と計算」 全７時間 

【前単元までに身に付けた内容】                   【本単元の評価規準】       

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

小単元 時 ねらい・学習内容 
評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

１ （  ）のある式 
Ｐ74～７７ 

１ 
 加法と減法が混合した問題場面で２つの式を１つの式でまとめて立
式する活動を通して，（  ）を用いて１つの式に簡潔に表すよさに気
付き，学習に生かそうとする。 

・知① 
（練習問題） 

・思① 
（テキスト・振り返り分析，
行動観察） 

○態 
（テキスト・振り返り分析，
行動観察） 

２ 
（本時） 

 乗除と加減が混合した問題場面を１つの式で立式する活動を通し
て，（  ）を用いて，（  ）をひとまとまりと考え，先に計算すればよい
ことに気付き，（  ）を用いて１つの式に表し，計算することができ
る。 

○知① 
（練習問題） 

  

２ ＋，－と×，÷のまじ
った式 
Ｐ７８～７９ 

３ 
 四則混合の式で，計算の順序を考える活動を通して，乗除の（  ）を
省くことや，乗除を先に計算することを理解し，計算することができ
る。 

○知① 
（練習問題） 

  

４ 
 四則混合式の計算の順序を考える活動を通して，様々な四則混合
の式について，計算の順序の理解を深め，既習の学習を振り返りなが
らまとめることができる。 

○知① 
（練習問題） 

  

３ 計算のきまり 
Ｐ８０～８１ 

５ 
 アレイ図を用いて説明する活動を通して，分配法則が成り立つこと
に気付き，分配法則，交換法則，結合法則を○，△，□を使った式にま
とめることができる。 

・知② 
（練習問題） 

○思① 
（テキスト・振り返り分析，
行動観察） 

 

たしかめ問題 
Ｐ８２～８３ 

６  基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。 
○知② 
（練習問題） 

・思① 
（練習問題） 

 

 ７ テストを通して，学習内容を振り返る。 
○知識①② 
（ペーパーテスト） 

○思① 
（ペーパーテスト） 

 

○記録に残す評価  ・指導に生かす評価 
【今後の学習のつながり】 
 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①（  ）を用いた式や四則の混合した式の
意味や計算の順序を理解し，式を立てた
り，その式を計算したりすることについ
て理解している。 

②四則に関して成り立つ性質を活用し，工
夫して計算する技能を身に付けている。 

①四則の混合した問題場面の数量の関係
に着目し，簡潔，一般的に表現したり，
式の意味を読み取って説明したりして
いる。 

①（  ）を用いたり，四則を混合させたりして
１つの式に表すことで，数量の関係を簡潔
に表せるよさに気づき，学習に生かそうと
している。 

４年 変わり方 

・ともなって変わる２量の関係を表，式，グラフに表すこと 

４年 面積 

・長方形，正方形の求積と公式 複合図形の求積（面積） 

５年 小数・分数のかけ算 

・小数・分数の乗法のきまり  

・数の相対的な大きさ 

・一万の大きさ 

・10000までの数の数直線表示，系列，大小比較。 

 ２年 たし算 

・加法の交換法則，結合法則 

・（  ）の意味 

２年～４年 かけ算 

・乗法の交換法則，分配法則，結合法則 

・計算の工夫（交換法則，分配法則，結合法則の活用） 

 



５ 本時のねらい 
  乗除と加減が混合した問題場面を１つの式で立式する活動を通して，（  ）を用いて，（  ）をひとまとまりと考え，
先に計算すればよいことに気付き，（  ）を用いて１つの式に表し，計算することができる。<知識・技能> 

６ 本時の展開（２／７時） 

過程 学習内容および学習活動 指導・援助，支援 
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１．問題場面を把握し，学習課題をたてる。（５分） 

 

 

 

 

・かんジュースが，どれも１本９０円で売られていることがわかる。 

・りんごジュース５本とオレンジジュース６本を買うことがわかる。 

・もとめることは，全部の代金はいくらになるか。 

・「全部の代金」だから，たし算になるのかな。 

・「どれも１本９０円」だから，かけ算を使うのかな。 

・今回も１つの式に表せないかな。 

課題 

 

２．学習課題について自分で考える。（７分） 

<ロイロノートを活用し，自分の考えをもつ。> 

・言葉の式に当てはめながら，（  ）を使って，１つの式に表す 

方法を考える。 

１本のねだん×全部の本数＝全部の代金 

   ９０   × （５＋６） ＝９０×１１ 

                 ＝９９0       答え ９９０円 

３．少人数交流で，自分の考えを広げ深める。（７分） 

<３人交流> 

・共有ノートでテキストを見せながら，自分の考えを伝える。 

・テキストの色を参考にしながら，自分の考えと比べて聞く。 

・（５＋６）は何を表しているのかなど，立式の根拠を話し合う。 

・立式の根拠がはっきりしたら，計算方法を話し合う。 

４．全体交流で，考えを広げ深め，解決する。（１０分） 

・言葉の式に当てはめて説明する。 

まず，かんジュースの１本のねだんはどれも９０円です。 

つまり，りんごとオレンジは同じ値段です。 

だから，５本と６本をひとまとまりとみて，全部の本数を（  ）

を使って考えます。 

式は，９０×（５＋６）となります。 

計算の順番は，（  ）を先に計算するので，９０×１１＝９９０ 

全部の代金は，９９０円とわかります。 

○式を９０×５＋６＝と（  ）がないときと比べて確かめる。 

５．本時のまとめをする。（３分） 

 

 

 

６．練習問題に取り組み，学習内容を定着させる。（１０分） 

○教科書 P７７ 鉛筆問題４・５に取り組む。 

・ロイロノートで配布された問題を解き，自己採点する。 

・自力解決が難しい児童は集まり，教師や仲間と一緒に取り組む。 

７．本時の学習を振り返る。（３分） 

<自己評価力を身に付ける> 

・ロイロテキストに鉛筆問題の正答率と自分の学び方について 

振り返り，鉛筆問題と共に提出箱に提出する。 

８．発展問題に取り組む（振り返りを提出した児童のみ） 

○教科書 P７７ 鉛筆問題６ P２６０ プラス・ワン ム・メ 

 ぎふｗｅｂラーニングなどに取り組む。 

１ 本時に関わる既習内容を確認すること

で，課題解決に対する足場をつくる。 

１ 前時の学習では（  ）を用いた統合式

で表されたことを想起させる。 

１ １つの式は１回で答えが出るよさがあっ

たことを確認する。 

１ どのような式に表せばよいのか見通し

をもたせる。 

１ わかっていることと求めることから何

算になるのかを考えさせる。 

１ 前時と異なり，乗法を使いそうであるこ

とに気付かせ，課題を捉えさせる。 

２ ロイロノートの色別テキストを用意し，

自分の考えをもつのに，どのテキストを

使うのかを自己選択できるようにする。 

２ １つの式に表せない児童には，まず別々

の式で表してみるよう助言する。 

２ （５＋６）が言葉の式の全部の本数とつ

ながらない児童には，「何が５」「何が６」

なのか，どうして（  ）をつけて足すのか

を考えさせる。 

３ テキストの色を参考に交流の仕方を工

夫できるよう声かけをする。 

３ （  ）をつけてひとまとまりとした部分

について，説明ができるようにと計算の

順序はどうするかという交流の２つの視

点を示す。 

４ 自分の考えをできたところまで話す姿

や仲間に関わらせて発言できる姿を価値

付ける。 

４ 式と言葉の式をつないで説明できる姿

を価値付ける。 

４ どうして（  ）をつけてひとまとまりと

みたのかの説明と計算の順序を理解で

きたかを挙手で見届ける。 

４ （  ）がないと答えが変わってしまうこ

とに気付かせる。 

５ （  ）を使ってひとまとまりとみて先に

計算することで，１回で答えが出ること，

考えた流れがわかりやすいことのよさを

実感させる。 

 

 

 

 

 

６ 除法が使われる場合にも同様のやり方

で計算することを確認する。 

７ 本時の学び方のよさに気付けたり，次

につながる振り返りができたりしたこと

を価値付ける。 

 

 かけ算の場面も、（  ）を使うと、１つの式に表わせる。 

（  ）の中をひとまとまりとみて、先に計算する。 

かけ算の場面を１つの式に表そう。 

かんジュースが、どれも１本９０円で売られています。 

りんごジュース５本と、オレンジジュース６本を買うと、全部

の代金はいくらになりますか。 

評価規準<知識・技能> 

乗除と加減が混合した問題を（  ）を

用いて１つの式に表す方法や計算の順序

を理解し、計算している。(練習問題)  



 



  



 

 


